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第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会（
長
野
県
）　
２

53
県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、高
山
市
で
地
域
交
流
会
開
催　

３

組
合
等
の
動
き（
神
岡
町
・
ス
カ
イ
ド
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
、東
濃
各
地
の
美
濃
焼
ま
つ
り
他
）　

４
・
５

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
）　

６　

九
月
の
景
況
調
査　

７　

支
所
だ
よ
り　

８

事
務
局
だ
よ
り（
秋
の
叙
勲
・
褒
章
、商
工
中
金「
新
設
組
合
へ
の
貸
付
制
度
」他
）　

９

　

九
月
の
日
本
の
完
全
失
業

率
が
、
一
九
五
三
年
の
調
査
開

始
以
来
、
最
悪
の
五
・
三
％
と

な
っ
た
。

　

完
全
失
業
者
数
は
、
前
年
同

月
よ
り
三
十
七
万
人
増
え
て

過
去
最
悪
の
三
百
五
十
七
万
人
。
有
効
求
人
倍
率
も
前
月

を
〇
・
二
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
〇
・
五
七
倍
と
、
三
ヵ
月
連

続
し
て
過
去
最
悪
を
更
新
し
た
。

　

そ
の
最
大
の
理
由
は
、
情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
不
況
に
伴

う
リ
ス
ト
ラ
で
、
電
機
大
手
が

総
計
五
万
人
の
人
員
削
減
や
、

大
手
ス
ー
パ
ー
の
マ
イ
カ
ル
な

ど
の
経
営
破
綻
が
大
き
く
響
い

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
米
国
の
同
時
多
発

テ
ロ
な
ど
に
よ
り
、
雇
用
情
勢

は
ま
す
ま
す
悪
化
す
る
可
能
性
が
高
く
、
極
め
て
深
刻
な

状
況
で
あ
る
。

　

国
に
お
い
て
も
、
景
気
の
悪
化
や
不
良
債
権
処
理
な
ど

の
影
響
で
今
後
も
失
業
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、「
失
業

者
を
出
さ
な
い
対
策
」
が
急
務
で
あ
り
、
側
面
的
な
支
援

策
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。　

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、「
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」

（
仕
事
の
分
か
ち
合
い
）
の
導
入
論
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
一
人
当
た
り
の
賃
金
を
減
ら
し
、
仕
事
を
分
け

合
う
こ
と
で
、
雇
用
を
維
持
・
創
出
す
る
」
と
い
う
取
り

組
み
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
パ
ー
ト
労
働
者
を
基
本
に
す
る
こ
と
で
、

一
人
当
た
り
の
労
働
時
間
を
短
縮
（
時
短
）
し
、
空
い
た

職
場
に
失
業
者
を
呼
び
込
み
失
業
率
を
下
げ
る
。所
得（
収

入
）
の
考
え
方
を
個
人
か
ら
家
計
中
心
に
切
り
替
え
る
。

　

例
え
ば
、
労
働
時
間
を
半
分
に
短
縮
し
、
パ
ー
ト
化
し

た
夫
の
収
入
が
従
来
の
給
料
の
七
十
五
％
に
減
っ
て
も
、

妻
が
労
働
に
参
加
し
七
十
五
％
の
収
入
を
得
れ
ば
、
家
計

と
し
て
は
一
五
〇
％
の
収
入
に

な
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
「
仕
事
の
分
か
ち
合
い
」で
余

裕
が
で
き
た
時
間
を
家
族
と
の

だ
ん
ら
ん
や
趣
味
・
ス
ポ
ー
ツ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
生
か
す

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
消
費
に

も
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
般
労
働
者
に
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
導
入
し
た
場

合
、
二
百
十
万
人
の
雇
用
創
出
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

大
量
の
失
業
者
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
労
働
者
・
使
用

者
側
双
方
が
、
現
状
を
再
認
識
し
て
雇
用
の
維
持
・
創
出

と
雇
用
不
安
の
解
消
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
考
え
、

今
こ
そ
抜
本
的
に
見
直
す
時
期
に
き
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

も
一
案

雇
用
・
失
業
対
策
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び
に
事
業
承
継
税
制
の
拡
充
」の
意

見
発
表
を
行
い
、十
五
決
議
事
項
と

一
つ
の
特
別
決
議
を
採
択
し
、国
等

の
関
係
機
関
に
後
日
、陳
情
・
要
望

活
動
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

決
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

　

①
デ
フ
レ
脱
却
の
た
め
の
適
切
な

マ
ク
ロ
経
済
運
営
の
推
進 

　

②
中
小
企
業
対
策
予
算
の
大
幅

な
増
額 

　

③
金
融
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強

化
等
中
小
企
業
金
融
対
策
の
充
実 

　

④
創
業
・
経
営
革
新
支
援
及
び
中

小
企
業
連
携
組
織
対
策
の
充
実
強
化 

　

⑤
Ｉ
Ｔ
革
命
へ
の
対
応
円
滑
化
の

た
め
の
支
援
の
強
化 

　

⑥
法
人
事
業
税
へ
の
外
形
標
準
課

税
導
入
絶
対
反
対 

　

⑦
事
業
承
継
・
第
二
創
業
促
進
の

た
め
の
税
制
の
一
層
の
拡
充 

　

⑧
中
小
企
業
関
係
税
制
の
一
層
の

拡
充 

　

⑨
信
用
組
合
の
充
実
強
化 

　

⑩
雇
用
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
等
中

小
企
業
労
働
対
策
の
充
実 

　

⑪
循
環
型
社
会
の
構
築
・
安
全
対

策
の
た
め
の
支
援
策
の
拡
充 

　

⑫
ま
ち
づ
く
り
、中
小
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
支
援
策
の
充
実 

　

⑬
不
当
廉
売
の
防
止
、下
請
取
引

の
適
正
化
等
公
正
取
引
の
確
保 

　

⑭
中
小
企
業
向
け
官
公
需
の
増

大
と
受
注
環
境
の
整
備
・
改
善 

��

�
�
�
�
�
�
�
�

��

　

⑮
地
域
中
小
企
業
活
性
化
対
策

の
拡
充 

　
（
特
別
決
議
）商
工
中
金
等
政
府

系
中
小
企
業
三
金
融
機
関
の
民
間

金
融
補
完
機
能
の
維
持

　

ま
た
、表
彰
式
で
は
優
良
組
合
四

一
組
合
、組
合
功
労
者
六
七
人
、中

央
会
優
秀
専
従
者
三
三
人
が
全
国

中
央
会
長
表
彰
を
受
賞
し
た
。岐
阜

県
か
ら
の
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

　

▽
優
良
組
合
＝
多
治
見
美
濃
焼
卸

セ
ン
タ
ー
協
同
組
合（
藤
垣
孟
理
事

長
）

　

▽
組
合
功
労
者
＝
岩
田
仲
雄
氏

（
岐
阜
県
毛
織
工
業
協
同
組
合
・
理

事
長
）

　

な
お
、次
期
開
催
地
は
埼
玉
県
で
、

平
成
十
四
年
十
月
十
七
日
に「
さ
い

た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
」で
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
は『
連
携
・
創
造
・
挑
戦　

新
世
紀
に
翔
け
中
小
企
業
』を
キ
ャ
ッ
チ
フ

53

レ
ー
ズ
に
十
月
二
十
五
日
、長
野
市
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
・
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
で
開
催
。大
会
に
は
全
国
各
地
か

ら
約
五
千
五
百
人
の
中
小
企
業
者
が
集
ま
り
、岐
阜
県
か
ら
は
四
十
三
人
が
参
加
し
た
。十
五
の
決
議
と
一
つ

の
特
別
議
決
を
採
択
し
、今
後
、国
等
へ
陳
情
・
要
望
を
行
い
、決
議
事
項
の
実
現
を
目
指
す
。ま
た
、大
会
前
に

は
県
選
出
の
古
屋
経
済
副
大
臣
と
の
懇
談
会
に
辻
会
長
も
出
席
し
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

構造改革に資する景気対策

１６項目を決議、国等へ要望
長 野 県 で 第 ５３ 回 全 国 大 会 を 開 催

　

大
会
の
審
議
で
は
各
県
の
会
長
を

代
表
し
て
、兵
庫
県
中
央
会
の
在
田

一
雄
会
長
が
、「
景
気
対
策
の
早
期

実
施
、創
業
・
経
営
革
新
及
び
中
小

企
業
連
携
組
織
対
策
に
対
す
る
支

援
強
化
」、富
山
県
中
央
会
の
西
田

東
作
会
長
が
、「
金
融
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
強
化
等
中
小
企
業
金
融
対

策
の
充
実
並
び
に
商
工
中
金
等
政

府
系
中
小
企
業
三
金
融
機
関
の
民

間
金
融
補
完
機
能
の
維
持
」、長
野

県
中
央
会
の
市
川
浩
一
郎
理
事
が
、

「
外
形
標
準
課
税
導
入
絶
対
反
対
並

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

古
屋
経
済
産
業
副
大
臣
と
の
懇
談
会

　

全
国
大
会
開
催
前
に『
古
屋
経
済

産
業
副
大
臣
と
の
懇
談
会
』を
開
催

し
た
。主
な
出
席
者
は
、古
屋
圭
司

副
大
臣
、杉
山
秀
二
中
小
企
業
庁
長

官
、江
崎
商
工
中
金
理
事
長
、大
河

内
信
行
全
中
会
長
、和
田
守
也
長
野

県
中
央
会
長
、辻
正
岐
阜
県
中
央
会

長
ら
十
八
人
が
出
席
し
た
。

　

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
現
状
に
つ

い
て
懇
談
が
行
わ
れ
、辻
会
長
は「
協

同
組
合
は
五
十
年
の
歴
史
が
あ
り
、

企
業
の
現
状
を
一
番
理
解
し
て
い
る
。

協
同
組
合
こ
そ
が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
役
割
を
担
う
べ
き
。そ
の
た
め
に
、

大
企
業
等
で
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
優
秀

な
人
材
を
活
路
開
拓
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
、組
合
に
国
の
財
源
で
派
遣

し
、海
外
・
新
技
術
・
経
営
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
古
屋

副
大
臣
に
意
見
発
表
を
行
っ
た
。



　

岐
阜
県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
（
構
成
二
二
団
体
）
は

『
第　

回
岐
阜
県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ

15

バ
ル
』
を
十
月
二
十
七
日
か
ら
二
日

間
、
岐
阜
ア
リ
ー
ナ
及
び
そ
の
周
辺

で
開
催
し
、
両
日
で
約
十
五
万
人
の

人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
「
二
一
〇
万

県
民
の
健
康
を
守
る
岐
阜
県
農
業
」

を
テ
ー
マ
に
約
三
七
〇
団
体
が
出
展

し
た
。
狂
牛
病
問
題
で
食
の
安
全
性
・

信
頼
性
が
問
わ
れ
る
中
、
恒
例
の
飛

騨
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
行
わ
れ
、

ぎ
ふ
ク
リ
ー
ン
農
業
の
ア
ピ
ー
ル
で

生
産
者
と
消
費
者
の
信
頼
の
交
流
が

大
野
郡
内
の
各
商
工
会
と
意
見
・
情

報
交
換
、午
後
は「
地
域
交
流
会
」と

し
て
、組
合
等
や
中
小
企
業
者
を
対
象

に
基
調
講
話
や
個
別
相
談
を
行
っ
た
。

　

基
調
講
話
に
は
、組
合
等
や
中
小

企
業
者
、来
賓
の
県
農
林
商
工
部
商

工
局
経
営
支
援
課
の
松
岡
利
雄
課
長

補
佐
ら
約
百
人
が
出
席
。開
会
で
、中

央
会
の
関
道
朗
副
会
長（
協
同
組
合

飛
騨
木
工
連
合
会
理
事
長
）は「
こ
の

交
流
会
に
よ
り
、活
き
た
人
づ
く
り
が

飛
騨
の
企
業
運
営
に
芽
生
え
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

そ
の
後
、未
来
工
業
�
の
武
山
博
取
締

役
社
長
が「
人
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り

の
原
点
」と
題
し
て
基
調
講
話
を
行
っ

た
。

　

武
山
社
長
は
、自
社
の『
常
に
考
え

る
』と
い
う
社
是
を
説
明
し
な
が
ら

「
も
の
づ
く
り
で
は
、普
段
か
ら
な
ぜ

か
？
と
い
う
疑
問
を
持
ち
、考
え
る
く

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
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参
議
院
経
済
産
業
委
員
会
に
よ
る

『
経
済
団
体
と
の
懇
談
会
』が
、十
一
月

六
日
に
名
古
屋
市
の
名
古
屋
観
光
ホ

テ
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

懇
談
会
に
は
、参
議
院
経
済
産
業

委
員
会
か
ら
保
坂
三
蔵
委
員
長
、県

選
出
の
松
田
岩
夫
理
事
ら
十
六
人
、

地
元
経
済
団
体
と
し
て
岐
阜
県
中
央

会
の
辻
正
会
長
の
ほ
か
、愛
知
県
中
央

会
、岐
阜
県
商
工
会
議
所
連
合
会
な

ど
九
団
体
の
代
表
者
が
出
席
し
、委

員
会
へ
の
提
言
を
行
っ
た
。

　

辻
会
長
は
、協
同
組
合
こ
そ
が
中

小
企
業
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る

と
し
、「
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
優
秀
な
人
材

を
、国
費
に
よ
り
組
合
の�
活
路
開
拓

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
�と
し
て
活
用
す
べ
き
」

と
提
言
し
、委
員
の
注
目
を
浴
び
た
。

広
が
り
、
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
各
市
町
村
の
物
産
販
売
で

は
秋
の
新
鮮
な
農
産
物
が
販
売
さ
れ

た
ほ
か
、
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ア
、
ひ
だ
・

み
の
屋
台
横
丁
、
木
と
森
の
ふ
れ
あ

い
フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
、
大
勢
の
来
場
者
が
、
県
の
特
産

品
や
秋
の
味
覚
・
自
然
を
満
喫
し
た
。

　

岐
阜
県
食
品
産
業
協
議
会
（
安
江

政
弘
会
長
）
も
二
九
組
合
・
企
業
が

出
店
し
、
日
本
酒
・
米
菓
・
菓
子
・

ハ
ム
・
寒
天
・
麺
な
ど
、
県
内
加
工

食
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
促
進
に
努
め
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
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�

県
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

���

高
山
市
で
地
域
交
流
会
開
催

　

中
央
会
は
、十
一
月
二
日
に
高
山

市
の
飛
騨
総
合
庁
舎
で『
地
域
交
流

会
』を
開
催
し
た
。

　

中
央
会
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
と
の
交
流

等
を
目
的
に
高
山
市
及
び
大
野
郡
を

対
象
に
開
催
。午
前
の「
多
角
的
連
携

交
流
会
」で
は
、高
山
商
工
会
議
所
、

参
議
院
経
済
産
業
委
員
会
と
の
懇
談

地
元
経
済
団
体
が
委
員
会
へ
提
言

せ
を
付
け
な
い
と
良
い
ア
イ
デ
ア
は
生

ま
れ
な
い
。人
づ
く
り
も
同
じ
で
、自

ら
考
え
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
」な
ど
と

述
べ
た
。

経営に関するあらゆる相談お気軽に�
診断から支援へ�
Management Solution

コンサルティング・講師の派遣・調査、研究�

皆様へお手伝いできる業務�
創業支援・ベンチャー支援・ＩＳＯ取得支援�

生産管理・品質管理・マーケティング・商店経営�
中心市街地活性化・賃金労務・農業経営�
新商品開発・教育訓練・病院経営�

【経営の問題解決】�

社団法人�

中小企業診断協会�中小企業診断協会�
岐阜県支部�

〒５００―８２８８　岐阜市中鵜３―７０―７�
 Tel 058―278―3608�
 Fax 058―278―3609

E-mail　gifu-s@jupiter .plala .or . jp
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第　

回
関
市
刃
物
ま
つ
り

34

　

関
市
刃
物
ま
つ
り
協
賛
会
ほ
か
主

催
、
県
関
刃
物
産
業
連
合
会
ほ
か
後

援
の
『
第　

回
関
市
刃
物
ま
つ
り
』

34

が
十
月
十
三
日
か
ら
二
日
間
、
関
市

本
町
通
り
を
中
心
に
開
催
さ
れ
た
。

　

ま
つ
り
の
メ
イ
ン
は
本
町
通
り
で

の
『
刃
物
大
廉
売
市
』
で
、
刃
物
関

連
業
者
五
十
九
社
が
テ
ン
ト
を
並
べ

た
。
包
丁
や
植
木
ば
さ
み
、
ナ
イ
フ

な
ど
、
豊
富
な
品
揃
え
で
格
安
に
販

売
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
各
種
台
所
用

品
も
販
売
さ
れ
、
関
の
刃
物
を
目
当

て
に
訪
れ
た
大
勢
の
買
い
物
客
で
賑

わ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
古
式
日
本
刀
鍛
錬
の

　

岐
阜
県
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
連

合
会
（
宮
地
吾
郎
理
事
長
）
主
催
の

『
２
０
０
１
秋
の
美
濃
焼
新
作
展
示

会
』
が
、
二
十
日
か
ら
三
日
間
、
土

岐
市
土
岐
津
町
の
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐

で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
組
合
員
の
産
地

メ
ー
カ
ー
を
対
象
に
、
市
場
開
拓
に

向
け
た
新
製
品
を
募
集
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
多
治
見
市
や
土
岐

市
な
ど
か
ら
九
十
三
社
が
約
二
一
〇

　

神
岡
特
産
開
発
協
同
組
合（
老
田

哲
康
理
事
長
）は
、十
月
二
十
日
か

ら
二
日
間
、吉
城
郡
神
岡
町
の
星
の

駅
・
宙（
ス
カ
イ
）ド
ー
ム
神
岡
で『
宙

　

銘
木
業
界
最
大
の
催
し
『
第　

回
45

全
国
銘
木
展
示
大
会
』（
全
国
銘
木
連

合
会
主
催
）
が
十
一
月
十
一
日
か
ら

五
日
間
、岐
阜
県
銘
木
協
同
組
合（
籏

政
廣
理
事
長
）
の
市
場
内
で
開
催
さ

れ
た
。
同
組
合
が
実
行
団
体
と
な
り
、

岐
阜
で
は
六
年
ぶ
り
三
度
目
の
開
催
。

　

銘
木
は
、
杉
や
ヒ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
、

カ
キ
等
の
高
齢
樹
や
巨
木
の
こ
と
で
、

岐
阜
県
は
奈
良
県
に
次
い
で
取
扱
量

が
全
国
で
二
番
目
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

��

�
�
�
�
�
�
�
	

��

一
般
公
開
や
ア
ウ
ト
ド
ア
ナ
イ
フ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

秋
の
美
濃
焼
新
作
展
示
会

シ
ョ
ウ
な
ど
、
関
市
内
各
所
で
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
市
内
は
買

い
物
客
や
観
光
客
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



神
岡
町
で
宙（
ス
カ
イ
）ド
ー
ム
フ
ェ
ス
タ

点
を
展
示
し
た
。

　

今
回
は
、「
伝
統
×
革
新
、
美
濃
Ｄ

Ｎ
Ａ
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
ま
犬
の
ミ

ニ
チ
ュ
ア
な
ど
の
多
彩
な
陶
磁
器
の

ほ
か
、
商
品
化
さ
れ
て
い
な
い
試
作

品
も
出
品
。
会
場
に
は
大
勢
の
産
地

卸
商
社
関
係
者
ら
が
訪
れ
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
庁
長
官
賞
な
ど

ド
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
』を
開
催
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
で
は
約
二
十
メ
ー
ト

ル
上
空
ま
で
空
中
遊
泳
で
き
る
熱

気
球
の
乗
船
体
験
が
多
く
の
来
場

者
の
人
気
を
呼
ん
だ
。

　

そ
の
ほ
か
、「
宇

宙
」を
テ
ー
マ
に
募

集
し
た
児
童
の
絵
や

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

で
宇
宙
飛
行
を
し
た

宇
宙
メ
ダ
カ
の
子
孫

が
展
示
さ
れ
、来
場

者
の
注
目
を
浴
び
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

岐
阜
で
全
国
銘
木
展
示
大
会
開
催

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

入
賞
作
品
二
十
七
点
、
入
選
作
品
二

十
点
を
表
彰
し
た
。

　

十
一
日
は
一
般
に
も
公
開
さ
れ
、

奈
良
の
吉
野
杉
や
天
然
秋
田
杉
、
岐

阜
産
の
杉
類
の
ほ
か
木
曽
ヒ
ノ
キ
、

熊
本
・
阿
蘇
産
の
ケ
ヤ
キ
類
な
ど
が

全
国
か
ら
集
め
ら
れ
、
原
木
や
半
製

品
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
製
品
が
多
数

展
示
さ
れ
た
。

　

十
三
日
に
は
グ
ラ
ン
ヴ
ェ
ー
ル
岐

山
で
大
会
記
念
式
典
と
表
彰
式
、
十

四
日
に
は
製
品
即
売
、
十
五
日
に
は

原
木
即
売
が
せ
り
で
行
わ
れ
、
全
国

か
ら
大
勢
の
木
材
業
者
ら
が
来
場
し
、

次
々
と
せ
り
落
と
し
て
い
た
。
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岐
阜
県
眼
鏡
商
業
協
同
組
合
（
渡

邊
克
郎
理
事
長
）
は
、
十
月
十
九
日

に
、
照
明
装
置
を
内
蔵
し
た
拡
大
鏡

と
書
見
台
を
岐
阜
市
宇
佐
の
県
図
書

館
へ
寄
付
し
た
。

　

視
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
読
書
の

際
に
拡
大
・
照
明
器
具
の
補
助
を
必

要
と
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
組
合
創
立　

周
年
記
念
の
社

40

会
貢
献
事
業
と
し
て
行
っ
た
。　　

　

図
書
館
で
の
贈
呈
式
で
は
渡
邊
理

事
長
が
赤
尾
健
二
館
長
へ
目
録
を
手

渡
し
た
。
こ
の
拡
大
鏡
は
、
同
図
書

館
一
階
の
図
書
閲
覧
室
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。

　

同
組
合
は
、
視
覚
障
害
者
施
設
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
寄
付
の
ほ
か
、

青
年
部
が
中
心
と
な
り
岐
阜
大
学
と

共
同
で
眼
鏡
関
連
製
品
な
ど
の
研
究

開
発
に
取
り
組
む
こ
と
も
検
討
す
る

な
ど
、
眼
鏡
関
連
分
野
で
の
社
会
貢

献
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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土
岐
美
濃
焼
卸
団
地
と
美
濃
陶
芸
村
で
開
催

　

協
同
組
合
土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン

タ
ー
（
白
石
仲
七
理
事
長
）
は
、
十

月
二
十
七
日
か
ら
二
日
間
、
第
２
回

秋
の
土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り
『
織
部
街

道
蔵
出
祭
』
を
土
岐
市
の
土
岐
美
濃

焼
卸
商
業
団
地
で
開
催
し
た
。

　

団
地
内
を
一
般
消
費
者
に
開
放
し
、

組
合
員
二
十
社
の
蔵
出
し
セ
ー
ル
や

廉
売
テ
ン
ト
市
等
を
開
催
。

　

注
目
は
、
組
合
会
館
大
ホ
ー
ル
で

の
「
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
シ
ョ
ー
」
で
、
組
合
員
企
業

や
一
般
個
人
等
が
�
心
を
い
や
す
お

も
て
な
し
�
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
二
十
点
出
品
。
美
濃
焼
を
使
っ
た

多
彩
な
食
卓
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
多

く
の
来
場
者
の
関
心
を
集
め
た
。

　

主
催
者
は
、
こ
の
秋
の
ま
つ
り
に

つ
い
て
「
販
売
主
体
の
春
の
ま
つ
り

と
は
違
う
、
文
化
的
で
提
案
・
参
加

型
の
ま
つ
り
に
し
て
い
き
た
い
。

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
シ
ョ
ー

は
、
特
に
女
性
の
関
心
が
高
く
、
美

濃
焼
の
新
た
な
魅
力
が
伝
わ
る
の
で

は
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
。

　

同
日
、
土
岐
市
泉
久
尻
の
美
濃
陶

芸
村
で
は
『
第　

回
土
岐
美
濃
焼
伝

18

統
工
芸
品
ま
つ
り
』（
実
行
委
員
会
ほ

か
主
催
、
美
濃
焼
伝
統
工
芸
品
協
同

組
合
（
小
栗
靖
理
事
長
）
ほ
か
共
催
）

　

多
治
見
市
、
土
岐
市
と
笠
原
町
の

美
濃
焼
四
産
地
（
市
之
倉
・
駄
知
・

下
石
・
笠
原
）
で
十
一
月
三
日
か
ら

二
日
間
、『
美
濃
焼
窯
場
め
ぐ
り
』
が

同
時
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
、
四
産
地
の
共
通
企
画
と
し

て
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
一
年
間
は
約

四
十
の
加
盟
店
で
陶
磁
器
等
を
一
割

引
で
購
入
で
き
る
「
陶
器
の
コ
イ
ン
」

（
千
円
）
を
限
定
販
売
し
、
人
気
を

村
内
在
住
の
陶
芸
家
十
二
人
が
自
宅

の
工
房
を
開
放
し
、
庭
先
等
で
作
品

を
直
売
。
自
然
に
囲
ま
れ
た
村
内
を

散
策
し
な
が
ら
美
濃
焼
を
堪
能
す
る

大
勢
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
っ
た
。

　

▽
か
さ
は
ら
窯
ぐ
れ
祭
り
（
笠
原

町
美
濃
焼
振
興
協
議
会
）
＝
笠
原
町

中
央
公
民
館
前
広
場
他

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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が
「
見
つ
け
て
下
さ
い
、
あ
な
た
の

器
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

　

大
テ
ン
ト
村
で
は
、
二
十
店
舗
が

織
部
や
志
野
な
ど
手
作
り
の
工
芸
品

を
市
価
の
五
割
引
で
販
売
し
た
ほ
か
、

�
�
�
�
�
�
��
�
	


�

美
濃
焼
窯
場
め
ぐ
り
開
催

呼
ん
だ
。

　

▽
陶
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

市
in

之
倉
（
市
之
倉
陶
磁
器
工
業
�
）
＝

市
之
倉
体
育
館
・
運
動
広
場
他

　

▽
駄
知
ど
ん
ぶ
り
ま
つ
り
（
駄
知

陶
磁
器
工
業
�
）
＝
駄
知
町
東
駅
周

辺▽
下
石
ど
え
ら
あ
え
え
陶
器
祭
り

（
下
石
陶
磁
器
工
業
�
）
＝
組
合
会

館
、
楽
習
舎
他

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

県
眼
鏡
商
業　

社
会
貢
献
事
業

（協）
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト

米国市場へのベースキャンプ
岐阜県ロサンゼルス駐在員　佐　々　木　　康　二

アメリカでの創業支援に期待がかかる「Ji2」

●海外市場と中小企業
  米国の輸出業者の９７％は中小企業と言われている。
米国下院のスモール・ビジネス委員会での発言を聞く
と、２,５００万を越える小規模企業が米国経済の主力であ
り、新規雇用の４分の３を生み出していること、対外
市場から恩恵を受けているのは、巷に言われるような
大規模な多国籍企業ではなく、中小企業であることが
力説され、自由貿易の維持・対外投資促進こそは、中
小企業の将来とその従業員にとって不可欠なもので
あると主張されている。
　一方、県内企業の海外展開実態調査が、輸出入の現
状、海外展開の状況等を明らかにしているが、輸出あ
るいは海外展開の問題点として、為替レートの不安定
とともに、海外市場の情報不足、ノウハウ不足、労務
人事管理といった問題点を掲げている。
  本稿では、米国進出を行おうとする日本企業を対象
に、創業支援を中心とするサービス提供を最近本格化
した企業を取材したので、その概要を紹介する。

●創業等を支援する「Ｊｉ２」
　Ji2 は、JapanTech Infrastructure&Incubation, Inc. の略
であり、米国市場へのビジネス・ベースキャンプの提
供をその役割とする。
　主なサービス内容は、①スタートアップ・コンサル
ティング（創業支援、新規事業支援、技術・製品の販
売戦略立案、技術提携のコーディネート、マーケット
調査、M&A）②情報の収集・提供（バイオ、エンター
テイメント、IT を中心とする南カリフォルニアにおけ
るベンチャー企業及び技術情報の収集・提供）③オ
フィス・リース（短期オフィス・レンタル及び中長期
オフィス・リース（専用デスク、パソコン、コピー等

の利用）と日英バイリンガ
ル秘書である。
　カリフォルニア州オレ
ンジ郡に立地している魅
力もある。ここは、全米で
も急成長している研究開
発都市であり、カリフォル
ニア州立大学アーバイン
校を中心に、シスコ社、
ディズニー社等が立地している。また、バイオで有名
な同州サンディエゴ市にも近接している。

●日本大学によるバックアップ
　スタッフは、Ji2USA の代表取締役が藤澤哲雄氏、副
社長は仁位清丸氏、Ji2 東京の取締役・東京オフィス代
表が、菅澤喜男氏（日本大学大学院グローバルビジネ
ス研究科教授）、東京オフィス・マネージャーが柳川
千恵子氏（朝日航空サービス（株）代表取締役社長）で
構成される。スペシャリストとして、オマーン・バル
ベルド弁護士、ルイス・ゴ米国公認会計士、アドバイ
ザーとして、柳下和夫氏（日本大学大学院グローバル
ビジネス研究科教授・元三菱電機（株）開発本部研究
主監）、杉野昇氏（日本大学大学院グローバルビジネ
ス研究科教授・元三菱総合研究所常務取締役）等が名
前を連ねる。このように日本大学大学院グローバルビ
ジネス研究科 (MBAプログラム）の教授陣がバック
アップしている。

●Ｊｉ２のヨーロッパ戦略
　主な実績として、フクダ電子（株）の、米国研究機関
との医療用センサーの共同開発、MEIKO Auto Parts 
USA,INC. の、日本からの資金調達と創業支援等がある。
　具体的手法は、米国のビジネス・インフラと建物施
設の統合サービスを提供する最初のビジネス支援事
業者であるエンフラストラクチャー社（Enfrastructure, 
Inc.）と、戦略的パートナーとして連携し、各種のサー
ビスを提供している。また、ヨーロッパの製品技術開
発に関わる情報収集・提供も射程に入れ、フランスに
あるナノベーション社との戦略的パートナー提携も
有している。
　参考に、ここの利用料金表によれば、短期オフィス・
リースとバイリンガル秘書が $750/１週間、中長期オ
フィス・リースとバイリンガル秘書が $1200/１ヶ月と
なっている。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（9月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

9月景況調査

化
、低
価
格
輸
入
品

と
の
競
合
に
よ
る
受

注（
販
売
）価
格
の
低

下
に
よ
り
、依
然
と

し
て
景
況
悪
化
の
状

態
が
続
い
て
い
る
。

　

収
益
状
況
、資
金

不
透
明
感
強
ま
る

企
業
マ
イ
ン
ド
の
低
下

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
九
月
の
特
色
』と『
十
二
月

ま
で
の
景
況
の
見
通
し
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
九
月
の
特
色
〕組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
①
景
況
悪
化
状
態
続
く

②
先
行
き
不
透
明
感
強
ま
る
―
と
な
っ
て
い

る
。

　

九
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト

47

で
、前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
６

53

ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。し
か
し
、残
暑
に
よ
る
衣

料
品
、食
料
品
等
の
季
節
要
因
の
伸
び
悩
み
、

公
共
工
事
発
注
の
遅
れ
、低
価
格
競
争
の
激

繰
り
状
況
に
お
い
て
も
水
面
下
で
の
若
干
の
改
善

は
あ
る
が
、売
上
の
頭
打
ち
と
価
格
低
下
に
よ
り

厳
し
い
状
況
で
推
移
し
て
お
り
、同
業
者
の
廃
業

や
取
引
先
関
係
の
倒
産
に
よ
る
信
用
不
安
、企
業

マ
イ
ン
ド
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
〔
十
二
月
ま
で
の
見
通
し
〕十
二
月
ま
で
の
景

気
動
向
予
想
は
Ｄ
Ｉ
値
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

60

当
月
実
績
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
、　

48

12

ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
悪
化
予
想
。一
部
の
ご
く
少

数
の
業
種
に
季
節
需
要
に
よ
る
改
善
予
想
が
出

て
い
る
が
、ほ
と
ん
ど
の
業
種
は
悪
化
状
態
で
あ

る
。

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→▲△△△△プ ラ ス チ ッ ク
→△△▲△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
→▲▲▲△△陶 磁 器 （ 輸 出 ）
→△△△○○タ イ ル
→△△△△○窯 業 原 料
→△△△△△耐 火 れ ん が
→▲▲▲△△石　 　 灰
→△△△○○生　 コ　 ン
→△△△○○砂 利 生 産
→△△○○○砕 石 生 産
→▲△△▲▲鋳　 　 物
→▲▲▲▲▲刃物等金属製品 （輸出） 
→▲△▲△△刃物等金属製品 （内需） 
→▲△▲▲▲メ　 ッ　 キ
→△△△△○県 金 属 工 業 団 地
→▲△△△△可 児 工 業 団 地
→▲▲▲▲▲金　 　 型
→▲－▲▲▲機械工具・工作機械
→▲▲▲△△電 気 機 械 器 具
→△△△○○輸 送 機 器
→△△▲▲▲各種物産品（観　 光）
→▲△△○○各種物産品（ギフト）
→▲△－▲▲陶　 磁　 器
→△－△△△総 合 卸 売 業
→△－△△△青　 　 果
→△△△△△水　 産　 物
→▲－－▲▲家 電 機 器 販 売
→△△△○○メ ガ ネ 販 売
→▲△－▲▲中 古 自 動 車 販 売

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△▲△○○味 噌 ・ 醤 油
→▲▲▲▲▲豆 腐 製 造
→△△△△▲食 肉 （ 国 産 ）
→△△▲○○菓　 　 子

→○△▲○○米　 　 菓
→▲▲△○○酒　 　 造
→△△○▲▲米　 　 穀
→△△△△△ね　 ん　 糸
→△△▲▲▲織 物 染 色
→▲△△▲○ニ ッ ト 工 業
→△△△△△毛　 織　 物
→△△△△△合 成 繊 維 織 物
→▲△▲△▲ニ ッ ト 雑 貨
→△△△▲▲靴　 　 下
→△△△△○メ ン ズ ア パ レ ル
→▲△△○○婦 人 ・ 子 供 服
→△△△△△縫　 　 製
→▲△△○○製　 　 材
→△－○○△銘　 　 木
→△△△△△集　 成　 材
→▲△△△△家 具 （ 美 濃 ）

→△△△△△家 具 （ 飛 騨 ）
→▲△△△△東 濃 ひ の き
→△△▲▲▲家　 庭　 紙
→△△△△△特　 殊　 紙
→▲△▲▲▲紙　 加　 工
→△○▲△△印　 　 刷

見

通

し

景

況

感

設

備

収
益
状
況

受　
　

注

売　
　

上

調査項目

業　　種

→△△△△△石 油 製 品 販 売
→▲▲△△△共 同 店 舗
→▲△－△▲岐 阜 市 商 店 街
→△△▲△△大 垣 市 商 店 街
→▲▲▲▲▲多 治 見 市 商 店 街
→△△△－○恵 那 市 商 店 街
→▲－△▲▲高 山 市 商 店 街
→△△△○○車 体 整 備

→△－△△△タ イ ヤ 整 備
→▲▲－▲▲長 良 川 畔 旅 館
→▲▲▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
→▲△▲△△高 山 旅 館
→▲－▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
→▲▲▲▲▲広 告 美 術
－－－－－－情 報 サ ー ビ ス 業
→△△△△△映 像 制 作
→▲△▲▲▲飲　 食　 業
→▲△▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
→▲▲△△－土 木 （ 飛 騨 ）
→△△△△△土木・建築（羽島）
→▲△▲▲▲建 築 （ 各 務 原 ）
→△△▲△△鋼 構 造 物
－－－－－－電 気 工 事
→△△△△△管 設 備 工 事
→△△△△▲建 築 板 金
→△▲▲△△建　 　 具
→▲－▲▲▲産直住宅（付知地区）
→△△△△△貨物運送（岐阜地区）
→▲－△△△貨 物 運 送 （ 県 域 ）
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東
濃
地
域
の
地
場
産
業
で
あ
る
美

濃
焼
は
、「
陶
芸
産
地
」
で
は
な
く

「
陶
業
産
地
」
で
あ
る
た
め
か
、
他

産
地
と
比
べ
て
、
消
費
者
が
産
地
を

訪
れ
る
よ
う
な
企
画
や
施
設
整
備
が

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
全
国
一
の
生

産
地
で
あ
り
な
が
ら
、
知
名
度
は
有

田
焼
、
九
谷
焼
、
備
前
焼
等
に
遅
れ

を
と
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
多
治
見
市
が
陶

磁
器
産
業
を
�
ビ
ジ
タ
ー
ズ
産
業
�

と
位
置
付
け
「
オ
リ
ベ
ス
ト
リ
ー
ト

構
想
」
を
推
進
す
る
等
、
産
地
内
で

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
施
設
整
備
も

官
民
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
民
間
企
業
で
整
備
さ
れ

た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
す
り
ば
ち
館
」

（
土
岐
市
駄
知
町
）
＝
創
業
九
十
年

を
越
え
る
す
り
鉢
の
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー
「
マ
ル
ホ
ン
製
陶
所
」
が
既
存

の
施
設
を
整
備
し
、
昨
年
開
館
。
す

り
鉢
の
歴
史
的
資
料
の
展
示
、
産
地

内
の
人
間
国
宝
の
製
品
等
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
開
館
日
は
金
・
土
・
日

マ
グ
ロ
を
調
理
し
、
調
理
場
に
は
威

勢
の
良
い
掛
け
声
が
響
き
、
組
合
事

業
を
盛
り
上
げ
た
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
好
意
で
デ
ザ
ー

ト
に
ス
イ
カ
も
用
意
さ
れ
、
配
膳
先

の
各
施
設
の
お
年
寄
り
や
子
供
た
ち

は
お
い
し
そ
う
な
「
お
造
り
」
に
大

喜
び
で
、
さ
ば
き
た
て
の
マ
グ
ロ
に

舌
鼓
を
打
ち
、
組
合
員
に
感
謝
の
気

持
ち
を
伝
え
て
い
た
。

　

組
合
は
、
今
後
も
機
会
の
あ
る
ご

と
に
奉
仕
活
動
に
力
を
入
れ
、
地
域

に
貢
献
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
二－

二
五－

〇
八
六
五

Ｅ

‐m
ail：
ch
u
o
k
ait@
q
u
artz.o

cn
.n
e.jp

多
治
見
市
東
町
一－

九－

三
（
美
濃
焼
セ
ン
タ
ー
）

三
宅
利
勝
支
所
長
、
後
藤　

諭
・
渡
辺
瑞
枝

東
濃

支
所
だ
よ
り

　

高
山
市
の
公
設
地
方
卸
売
市
場
内

に
あ
る
高
山
市
公
設
市
場
買
受
人
協

同
組
合
（
林
利
夫
理
事
長
）
は
、
奉

仕
活
動
の
一
環
と
し
て
『
マ
グ
ロ
の

お
造
り
配
膳
事
業
』
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
組
合
は
、
本
年
度
か
ら
福
利
厚

生
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
市
内

の
四
つ
の
お
年
寄
り
の
施
設
や
社
会

福
祉
施
設
に
配
ら
れ
、
配
膳
の
日
に

は
組
合
の
役
員
や
組
合
員
が
参
加
し

た
。

　

組
合
員
は
慣
れ
た
手
つ
き
で
、
勝

浦
近
海
で
捕
れ
た
八
十
キ
ロ
の
備
長

七
二
（
五
九
）
八
七
三
〇

　

陶
磁
資
料
館
「
白
壁
の
館
」

（
多
治
見
市
市
之
倉
町
）
＝
「
丸
モ

高
木
陶
器
」
が
今
年
十
月
に
開
館
。

市
之
倉
は
日
本
一
の
さ
か
づ
き
の
産

地
で
、
さ
か
づ
き
の
ほ
か
明
治
以
来

の
産
地
製
品
を
展
示
。
ま
た
、
全
国

の
陶
磁
器
製
品
を
格
安
で
販
売
す
る

店
舗
も
あ
り
ま
す
。【
問
い
合
わ
せ

先
】
〇
五
七
二
（
二
二
）
三
八
三
九

『
緊
急
雇
用
創
出
特
別
奨
励
金
』の
ご
案
内

岐
阜
労
働
局

飛
騨

支
所
だ
よ
り

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
五
七
七－

三
四－

四
三
〇
〇

Ｅ

‐m
ail：
chuokaih@

quartz.ocn.ne.jp

高
山
市
天
満
町
五－

一－

一
二
（
高
山
米
穀
駅
前
ビ
ル
内
）

松
野
信
一
支
所
長
、
武
田
京
子
・
安
田
真
也

　

最
近
の
完
全
失
業
率
は
過
去
最
高

水
準
で
推
移
し
、
仕
事
を
探
す
求
職

者
も
な
か
な
か
職
に
つ
け
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
特
に
四
十
五
歳

以
上
の
中
高
年
齢
者
に
つ
い
て
は
、

他
の
年
齢
層
の
人
と
比
較
し
て
有
効

求
人
倍
率
が
低
い
な
ど
、
再
就
職
が

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、厚
生
労
働
省
で
は「
緊

急
雇
用
創
出
特
別
奨
励
金
」
を
平
成

十
四
年
三
月
一
日
ま
で
全
国
発
動
し

ま
し
た
。
こ
の
奨
励
金
は
、
非
自
発

的
失
業
者
（
解
雇
、
倒
産
等
の
理
由

で
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
者
）
又

は
公
共
職
業
訓
練
等
の
受
講
者
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
四
十
五
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
中
高
年
齢
者
を
雇
い

入
れ
た
事
業
主
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
支
給
対
象
】
次
の
い
ず
れ
に
も
該

当
す
る
事
業
主
①
雇
用
保
険
の
適
用

事
業
主
で
あ
る
こ
と
②
公
共
職
業
安

定
所
又
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
無

料
・
有
料
職
業
紹
介
事
業
者
の
紹
介

に
よ
り
雇
い
入
れ
る
者
で
あ
る
こ
と

③
常
用
労
働
者
（
短
時
間
被
保
険
者

を
除
く
一
般
被
保
険
者
）
と
し
て
雇

い
入
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
④
雇
い

入
れ
日
の
前
日
の
六
ヶ
月
前
の
日
か

産
業
観
光
へ
の
取
り
組
み

お
年
寄
り
に
マ
グ
ロ
の
お
造
り

��
�
�
��
�

曜
の
三
日
間
（
予
約
の
場
合
は
い
つ

で
も
可
）。
こ
の
マ
ル
ホ
ン
製
陶
所
の

社
長
は
、
駄
知
陶
磁
器
工
業　

の
理

（協）

事
長
で
す
。【
問
い
合
わ
せ
先
】
〇
五

ら
奨
励
金
支
給
ま
で
の
間
に
、
当
該

事
業
所
に
お
い
て
常
用
労
働
者
を
事

業
主
都
合
で
解
雇
し
た
こ
と
が
な
い

こ
と
【
支
給
金
額
】
対
象
労
働
者
一

人
に
つ
き
三
十
万
円
支
給

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
職
業
対

策
課
・
℡
〇
五
八
（
二
六
三
）
五
五

六
三
、
又
は
最
寄
の
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
ま
で
。

高速道路料金は、�
便利でお得な別納カード�
のご利用を…�

協同組合 岐阜県高速道路利用センター�
〒500-8227  岐阜市北一色１丁目20番11号（佐藤商店ビル2F）�
TEL（058）247-2818  TEL（058）246-5981　FAX（058）247-2818　�
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〈
十
月
中
〉

１
〜
２
日　

ぎ
ふ
・
組
合
等
産
品

フ
ェ
ア　

ラ
ピ
ロ
ス
六
本
木（
東

in

京
都
）

２
日　

岐
阜
県
機
械
金
属
商
業（
協
）

創
立　

周
年
記
念
式
典（
グ
ラ
ン

30

ヴ
ェ
ー
ル
岐
山
）

３
日　

第　

回
関
市
刃
物
ま
つ
り

34

（
関
市
本
町
通
り
他
）

４
日　

事
務
局
代
表
者
会
議
・
全
国

大
会
特
別
委
員
会（
東
京
都
）

５
日　

岐
阜
県
印
刷
工
業（
協
）設
立

（
岐
阜
合
同
庁
舎
）

　

日　

第　

回
中
小
企
業
団
体
全
国

25

53

大
会（
長
野
県
）

　

〜　

日　

第
２
回
秋
の
土
岐
美
濃

27

28
焼
ま
つ
り（
土
岐
美
濃
焼
卸
商
業

団
地
）

　
　

第　

回
土
岐
美
濃
焼
伝
統
工
芸

18

品
ま
つ
り（
美
濃
陶
芸
村
）

　
　

第　

回
岐
阜
県
農
業
フ
ェ
ス

15

テ
ィ
バ
ル（
岐
阜
ア
リ
ー
ナ
周
辺
）

　

日　

労
働
問
題
懇
談
会（
ぎ
ふ
長

29
良
川
ハ
イ
ツ
）

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L
http://w

w
w
.chuokaigifu.or.jp/

  
 
 
‐        
 
 
        
‐           

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokaigifu.or.jp

      
       
‐          

　

周
年
記
念
式
典（
長
良
川
ホ
テ

50ル
）

７
〜
８
日　

第　

回
た
じ
み
茶
碗
ま

24

つ
り（
多
治
見
美
濃
焼
卸
セ
ン

タ
ー
）

　

〜　

日　

秋
の
美
濃
焼
新
作
展
示

20

22
会（
セ
ラ
ト
ピ
ア
土
岐
）

　

日　

岐
阜
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

22
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等
に
よ
り
、
必
要
と
な
る
設
備
資
金
、

長
期
運
転
資
金
【
貸
付
限
度
】
一
組

合
あ
た
り
一
千
万
円
以
内
【
貸
付
利

率
】長
期
プ
ラ
イ
ム
レ
ー
ト
以
上（
固

定
金
利
）【
貸
付
期
間
】
三
年
以
内

九
一
九
一
、
又
は
中
央
会
組
織
指
導

チ
ー
ム
・
℡
〇
五
八
（
二
七
七
）
一

一
〇
二
ま
で
。

　

県
内
企
業
や
業
界
団
体
に
お
い
て
、

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
と
、
廃
棄

物
の
排
出
抑
制
や
再
資
源
化
等
に
い

か
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
探
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月　

日
（
月
）、　

時

12

10

13

　

分
〜　

時　

分
【
場
所
】
大
垣
市

30

16

30

「
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
」
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
一
階
・
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル

【
内
容
】≪

基
調
講
演≫

　
「
循
環
型

社
会
は
企
業
に
も
や
さ
し
い
か
？
」

　

こ
の
た
び
受
章
さ
れ
た
中
央
会
関

係
者
の
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

≪

叙
勲≫

【
勲
四
等
旭
日
小
綬
章
・
産
業
振
興

功
労
】

　

▽
山
内
巽
氏
＝
全
国
タ
イ
ル
工
業

組
合
・
相
談
役

【
勲
五
等
双
光
旭
日
章
・
自
動
車
整

備
事
業
振
興
功
労
】

　

▽
古
田
忠
好
氏
＝
恵
那
自
動
車
整

備
販
売
協
同
組
合
・
理
事
長

【
同
・
発
明
考
案
功
労
】

　

▽
山
田
昭
男
氏
＝
元
未
来
工
業
株

式
会
社
・
代
表
取
締
役
社
長
（
元　
（社）

岐
阜
県
電
機
工
業
会
・
会
長
）

【
同
・
地
方
自
治
功
労
】

　

▽
牧
野
政
芳
氏
＝
岐
阜
県
陶
磁
器

原
料
工
業
協
同
組
合
・
理
事
長
（
中

央
会
・
理
事
）

【
勲
五
等
瑞
宝
章
・
保
健
衛
生
功
労
】

　

▽
鳥
澤
重
男
氏
＝
岐
阜
県
医
師
会

協
同
組
合
・
顧
問

≪

褒
章≫

【
藍
綬
褒
章
・
水
産
物
加
工
業
振
興

功
績
】

　

商
工
中
金
で
は
、
組
合
を
対
象
に
、

共
同
事
業
等
の
活
性
化
支
援
及
び
経

営
革
新
・
新
事
業
創
出
・
創
業
等
の

新
た
な
取
り
組
み
に
必
要
と
な
る
資

金
を
、『
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ブ　

』（
組

21

合
に
対
す
る
総
合
支
援
策
）
と
し
て

融
資
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
支
援
強
化
策
の
一
環
と
し
て
、

中
央
会
と
の
緊
密
な
連
携
を
基
に
、

新
設
組
合
の
方
々
を
対
象
と
す
る
新

た
な
貸
付
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

貸
付
制
度
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
【
貸
付
対
象
者
】
新
設
組
合
の
う
ち
、

中
央
会
か
ら
の
推
薦
が
あ
る
組
合

（
新
設
組
合
と
は
、
設
立
後
五
年
以

内
の
組
合
）【
資
金
使
途
】
設
立
も
し

く
は
設
立
後
の
事
業
の
継
続
・
拡
大

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

　

地
球
環
境
村
ぎ
ふ
、中
央
会

（財）

【
担
保
】
原
則
、
無
担
保
【
保
証
人
】

原
則
、
組
合
役
員

　

お
問
い
合
わ
せ
等
は
、
商
工
中
金

岐
阜
支
店
・
℡
〇
五
八
（
二
六
三
）

　

廃
棄
物
政
策
研
究
所 
代
表
取
締

（株）役 
和
田
英
樹
氏≪

事
例
発
表≫

「
溶

融
ス
ラ
グ
混
入
高
流
動
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
用
い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製

品
」
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業　

製
（株）

造
部
長 
荻
須
雅
夫
氏
ほ
か

　

お
問
い
合
わ
せ
等
は
、　

地
球
環

（財）

境
村
ぎ
ふ
・
℡
〇
五
八
（
二
六
四
）

一
一
一
一
（
内
線
八
八
八
）、
又
は
中

央
会
調
査
労
働
チ
ー
ム
・
℡
〇
五
八

（
二
七
七
）
一
一
〇
三
ま
で
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


��
�

商
工
中
金
と
中
央
会
が
連
携

　

▽
小
野
正
行
氏
＝
中
部
珍
味
食
品

協
同
組
合
・
理
事
長

【
同
・
産
業
振
興
功
績
】

　

▽
河
野
直
喜
氏
＝
岐
阜
婦
人
子
供

服
工
業
組
合
・
理
事
長
（
中
央
会
・

副
会
長
）

【
黄
綬
褒
章
・
業
務
精
励
】

　

▽
野
倉
正
美
氏
＝
岐
阜
県
銘
木
協

同
組
合
・
専
務
理
事
▽
服
部
�
氏
＝

協
同
組
合
岐
阜
県
刃
物
会
館
（
中
央

会
・
常
任
理
事
）
▽
村
瀬
恒
治
氏
＝

大
昭
和
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
土
木
協

同
組
合
・
理
事
長

�
�
�
�
�
�
�
中
央
会
関
係
者 　
　

叙
勲
五
人
、褒
章
五
人

�
…『
無
事
故
で
年
末　

笑
顔
で
年
始
』　

月　

日
〜　

日
は
、「
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」実
施
期
間
で
す
。

12

11

20


